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１ 概要

1

■趣旨
開通後の東北中央道を、地域の活性化・交流人口拡大に効果的に活用する

ために取組むべき施策等について、地域の関係者による意見交換を行い、整備
効果の拡大につなげる。

■日程

■参加者
○上山市 7団体19名

商工会・観光物産協会・温泉旅館組合・観光果樹園協議会等
○南陽市 14団体14名

商工会・観光協会・温泉旅館協同組合・ワイン組合・熊野大社等

※参加者選定、参加者への趣旨説明、日程等の調整など、上山市（観光課）・南陽市（商工観光課）に
全面的にご協力いただきました。

意見交換会 報告会

上山市 平成29年1月26・27日 平成29年5月18日
南陽市 平成29年9月26日 平成29年12月20日



２ 実施状況
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■意見交換会
地域の現状（魅力・問題点）、交流人口拡大に向けた提案、これまでの地域での取組み等

について意見交換

■報告会
意見交換会での意見を踏まえ、施策（案）を提示。他地域での取組み事例等を紹介

Ｈ29.1.26（上山市）

Ｈ29.5.18（上山市） Ｈ29.12.20（南陽市）

Ｈ29.9.26（南陽市）



３ まとめ
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■参加者の意見から（抜粋）
○インフラができればお客さんはくる、という安易な期待は抱くべきでない。
○高速道路がつながったら素通りされるということのないよう、開通という機会を
逃さず、知恵を出し合って取り組んでいくことが必要。

○開通は、観光ポイントが線でつながる好機。

■今後
開通ＰＲイベント等を通じ、地域との

連携・協力関係を深めていきたい。

Ｈ29.12.21付
「山形新聞」18面より


